
第３回
「家庭・地域の教育力向上に関する特別委員会」

雲南市教育委員会

教育長 土江 博昭

市の中心部である木次町の桜並木市の中心部である木次町の桜並木
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雲南市の概要

平成１６年１１月１日合併
（大東町・加茂町・木次町・三刀屋町・吉田村・掛合町）

人口・・・４６，１３１人

面積・・・５５５．４㎢

幼稚園・・・１６園

小学校・・・２５校(うち分校１校）

中学校・・・７校

公民館等生涯学習施設・・・２９施設

雲南市
加茂岩倉遺跡をはじめと
する多くの遺跡や古墳、
神社があり、地名の由来
は、「出雲風土記」にたど
ることもできます。
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教育委員会組織図

特色：教育分室の設置 指導主事の配置 地域教育コーディネーターの配置
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今、なぜ居場所づくりなのか？

・犯罪の多発化

・生活習慣の乱れ（ライフスタ
イルの変化）

・道徳心、規範意識の低下

・核家族化・少子化

・情報化

一般的な社会背景 ・高齢化

・過疎化

雲南市の背景

・人と人が関わる機会の減少

☆子どもの実態

・人とうまく関われない。

・自分の思いをうまく相手に伝えられない。

☆地域の実態

・子どもの活動から疎遠になる。

・異世代間交流の減少

・地域の教育力の低下
・家庭の教育力の低下

雲南市の課題
・乳幼児期の食生活
・生活習慣
・不登校
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重点プロジェクト
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連携に関する協定書の締結

島根大学教育学部
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重点プロジェクトの推進施策

子どもの居場所づくり推進プロジェクト

○市内の小中学校４０箇所で実施→地域で子どもたちの「学び」「育ち」を支援
○県の機関、児童福祉部局、警察署、島根大学等と連携した支援協議会の設置

不登校対応推進プロジェクト

○「不登校対応実践プログラム」の策定
○市内の各施設を活用した学習の場の提供、居場所の創出、相談機能の強化等

生涯スポーツ活動推進プロジェクト

○「スポーツ振興実践プログラム」の策定
○チャレンジデーをはじめとした生涯スポーツの普及・推進など

中３いきいきスクールプロジェクト

○夏期休業中における部活動を終えた中学３年生を対象に居場所の創出
→補充学習による基礎学力・学習意欲の向上
→広域スポーツ活動による競技力の向上

子どもの居場所づくり～地域子ど
も活動推進事業

小規模市町村教育委員会広域化
モデル事業（当初、6,000千円）

小規模市町村教育委員会広域化
モデル事業（当初、6,000千円）

子どもの居場所づくり～地域子ど
も活動推進事業
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「子どもの居場所づくり」は、地域・家庭の
意識改革の大きな目玉

教育改革の大きな二つの目玉

○学校が地域に目を向ける

・教師の意識改革

・開かれた学校づくり

教育改革の大きな目玉 地域・家庭の教育改革の大きな目玉

○地域・家庭が学校に目を向ける

・保護者、地域住民の意識改革

・開かれた地域づくり
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子ども

生きる力

家庭の教育力

家庭

☆基本的生活習慣

☆親子関係

☆食育

☆生活体験

地域の教育力

地域

☆公民館活動

☆スポーツ少年団活動

☆社会体験

☆ボランティア活動

☆子どもの居場所づくり

学校の教育力

学校

☆各教科カリキュラム

☆総合的な学習の時間

☆課外の活動

☆環境教育、キャリア教育
等

☆教育相談

行政の教育力行政

・教育ビジョン（子ども教育ビジョン２１） ・企画力 ・調整力 ・指導力

支援 支援

・自分で課題を見つけ，・自ら学び，・自ら考え，・主
体的に判断し，行動し，・よりよく問題を解決する能
力，・自らを律しつつ，・他人と協調し，・他人を思い
やる心や・感動する心など・豊かな人間性とたくまし
く生きるための・健康や体力，を指している．

（中央教育審議会答申，1998.6.30）

豊かな人間性

・健康・体力

学びの基礎・基本

指導関わり
を持つ

支援

連携

学社融合連携
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居場所づくり事業の捉え方

子どもたちのための放課後の安全な場所を確保
する「装置」ではなく、子どもたちが安全に楽しく過

ごせる「仕掛け」である。

単なる公民館活動ではない。 学童保育ではない。
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校長(学校）に・・・・校長のビジョンと支援内
容の具体化

家庭に・・・・お任せではない。(学童
保育ではない。）

スタッフの一員として参加
週末の事業(積極的な参加）

地域に・・・・子どもと顔見知りになること
(日常的な声がけと適時、適切な指導）

「良いことはほめ、悪いことは叱る」
→素直に受け入れる「子どもと親」

雲南市としての方向性(子どもの居場所づくりについて）

教育委員会

パートナーシップ パートナーシップ

パートナーシップ

リーダーシップ

リーダーシップ

リーダーシップ
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居場所を通した地域づくり

平成１７年・１８年度の２ヵ年事業

小・中学校区等に４０箇所の居場所開設

雲南市の特色

☆小・中学校区に開設

（学校に地域に目を向けてもらう）

（地域も学校の現状を知ってもらう）

☆居場所としての教育支援センターの開設

（不登校児童・生徒に対する居場所づくり）
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立ち上げまでのステップ

１ 小・中学校、公民館での事業説明

２ 各学校区での居場所
実行委員会組織（校区型）

２ 教育支援センター実行委員
会組織(広域型）・・・不登校対応

・スタッフの確保

・組織作り

・内容の検討

・保護者への理解

・危機管理

・実態把握(情報収集）

・スタッフの確保

・地域への理解

・組織作り

・危機管理

・情報発信

３ 居場所の活動開始

☆各小中学校区（３２）で開催

３ 支援センターの活動開始

☆現在、５箇所で開設

☆市の社会教育施設を使用して
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学校と地域が連携した取り組み
(加茂小学校での実践）

学校組織に『地域連携部』の設置

基礎基本育成部

みどりタイム関連部

地域連携部

地域の教育力
確かな学力

地域との連携

情報発信
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地域連携部の活動

情報発信

会合

情報収集

連携支援

会合の計画・開催

人材リスト作成

連携の推進・支援

ＨＰ・情報誌作成
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活動の実際
雲南市内それぞれの活動の様子

居場所づくり実行委員会

・危機管理

・スタッフの確保

・活動内容等

熱心に話し合いをしていただきました 15



活動の実際１
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雲南市での成果

子どもがたくましくなった。

あいさつが今まで以上にできるよ
うになった。

子どもに安定感が出た。

大人に対して親しみを持って接す
るようになった。

学校よりものびのびしているように
感じる。

仲間意識が強くなった。

夕食時の話題になり、家族の会話
が増えた。

学年の上下にかかわらず、対等な
交流ができている。

参加している子ども自身について
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雲南市での成果

大人自身の楽しみの場となってい
る。

地域の子どもを見守ろうという姿
勢が生まれた。

子どものことを考え、本気で語り合
う場ができた。

子どもに対する関心が高まった。

高齢者とのふれあいがが増えた。

学校との接点ができた。

スタッフ同士での交流ができ、よ
かった。

遊び場や遊ぶ友だちがいない地
域の子どもたちの受け皿ができた。

地域についての成果
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小規模校での「子どもの居場所づくり」を活用した
ノーテレビDAYの取り組み

メディア接触時間変化
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○子どもたちの変容

・授業中に落ち着きが出てきた。 ・親子の会話が増えた。 ・人と関われるようになってきた。

・表情が豊かになってきた。 ・学習や遊びに対し意欲的になってきた。

・外で遊ぶ楽しさがわかるようになってきた。 ・集中力がついた。

・外遊びに目が向くようになった。 ・子どもと話すことで精神的にも安定してきた。

子どもの居場所づくり
ノーテレビDAY

この２つの取り組みが
有効に機能することで
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今後の課題

スタッフの確保

スタッフに対する研修の充実（大
人のかかわり方の共通理解）

怪我に対する配慮等、スタッフの
意識向上

子どもの思いとスタッフの思いが
会わないことがあった

今後継続させるための組織作りや
予算確保

放課後児童クラブとの連携・共存

地域の大勢の方に参加してもらえ
る活動にしていくことが地域の活
性化につながる
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家庭の教育力の向上のために

人間関係作り

大人同士のコミュニケーションが必要

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

子
ど
も
の
育
ち

保
護
者
・
親

コミュニケーション コミュニケーション

コミュニケーション

信頼

感謝

保護者の意識改革

感謝

責任

子どもの変化
保護者の変化

自信
喜び

充実感
生きがい

地域の意識改革

子どもを介しての

大人が自ら手本となる

大人同士の約束事を守る
(規範意識の手本となる）
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生涯学習の推進

生きる力・意欲

総合的な学習の時間

子どもの居場所づくり

地
域
連
携
部

☆学校
学校の教育力
・各教科、領域
・総合的な学習の時間
・環境教育、キャリア教育
・教育相談等

居
場
所
づ
く
り
実
行
委
員
会
・
ス
タ
ッ
フ
会

☆地域・家庭
社会の教育力
・家庭教育支援総合事業
・子どもの居場所づくり事業
・公民館活動

教育行政（公民館等社会教育施設）
地域教育コー
ディネーター

学校教育コー
ディネーター

基本的な生活習慣
規範意識
学習意欲 学びの基礎

を培う地域の大人・親 学校教員

学社連携・融合

社会教育 学校教育

支援・指導 支援・指導
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今後の「子どもの居場所づくり」へ望むこと

・生活習慣の乱れ
・少子化による子供同
士の交わりの減少

幼児の参加
○異年齢交流の拡大
○親子の交流の拡大
○子どもの生活習慣の適正化

学校コーディネーターの設置
(仮称 生涯教育教諭）

○学社融合・連携の推進
○栄養教諭との連携
○教員の意識改革
○生涯学習の基盤づくり☆学校教育法改正による教員
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教育行政としての施策提言
(雲南市の展望）

拠点中学校に
「行政職員の配置」

○教育行政と学校教育の一体化
○学校支援、学社融合・連携の推進
○コミュニティスクールへの基盤づくり
○教員の意識改革(地域の教員）
→県費負担教員という意識地域離れ
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